
埼玉県

「プチぷよ薄皮ミニトマト」 香港向け輸出の様子

さいたま榎本農園

輸出品目 輸出先

希少品種を含む7色20種類以上の食味・食感の異なるミニトマトを生産。
国内百貨店での販売実績等に基づくブランディング、および、メニュー提案、料
理長とのSNSを活用した密なコミュニケーションを通じて、香港・タイ・シンガポール
等の料理店と関係性を構築し、継続的な輸出を行っている。

ミニトマト

高級ホテルでのミニトマト使用メニュー
（シンガポール）

食材としての使い方を伝える提案で
カラフルミニトマトを世界の料理店へ

香港・タイ・シンガポール等



🍅🍅輸出の取組みを通して🍅🍅
 食味だけでは差別化に繋がらない

• 食材としての使い方（食べ方）の提案（例：トマトを使用した
デザートの提案）、国内百貨店での取扱い等のブランドイメー
ジを活用することが商談成約に結び付いた

• 輸出先の国・地域の好みに合わせて対応（シンガポールでは
緑・オレンジ、香港では紫が好まれる傾向がある）

• 日本の情報を提供すると喜ばれる
 継続取引に繋げるには、現地との密なコミュニケーションが重要

• 料理長と直接、SNS（Facebook、LINE）でメッセージのやり
取りを行っている

上手くいった
ポイント

今後に向けた
課題

 パートナー商社とのマッチング
• 展示会に出展すると、現地料理店等からの引き合いが非常に
強いが、そこに納品するために間に立ってくれる商社が見つからず、
成約に結び付かないことがある



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最初は、シンガポールから輸出開始。シャングリラホテル『なだ万』へ。その際、榎本農園フェアも開催していただき、すべての懐石メニューに野菜を使ってもらいました。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
シンガポールからなだ万が撤退するにあたって、香港のなだ万をご紹介いただき、その後は現在まで、香港アイランドシャングリラホテル『なだ万』へ週１便ミニトマトを発送



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
タイ・バンコクでの商談会参加



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
商談会では、成果はありませんでしたが、それ以外に立ち寄った日本市場でのご縁をいただきサンプル出荷を経た後、現在タイ・バンコクの日本市場へ出荷
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